
Ｑ：時期や期間 は？ Ａ：前期実習 ６月 ７日（月）～ ６月１８日（金）＜１０日間＞
夏季実習 ８月１７日（火）～ ８月２５日（水）＜ ７日間＞
後期実習 １１月 ８日（月）～１１月１９日（金）＜１０日間＞
冬季実習 １月 ６日（木）～ １月１３日（木）＜ ６日間＞

※基本的に上記の日程で設定しておりますが、日数や時間は事業所様の御都合に合わせます。また、必要に応じて、他の時期に依頼
することもあります。

Ｑ ：実習中の事故は？ Ａ：学校で加入している保険で補償されます。
Ｑ：報酬及び経費は？ Ａ ： 実 習 は 授 業 の 一 環 と し て 行 っ て い ま す 。 賃 金 ・ 報 酬 な ど の 支

払いは受けません。交通費・昼食も本人が負担します。
Ｑ：通勤は大丈夫？ Ａ ： 高 等 部 ２ 年 生 は 学 校 又 は 自 宅 か ら 事 業 所 へ 、 一 人 で 出 勤 し ま

す 。 高 等 部 ３ 年 生 は 自 宅 か ら 事 業 所 へ 一 人 で 出 勤 し ま す 。 必
要に応じて、職員が通勤の見届けをします。

Ｑ：実習評価って何？ Ａ ： 実 習 後 に 、 課 題 を 克 服 し て い く た め の 指 導 や 保 護 者 と の 面 談
で 活 用 さ せ て い た だ く た め 、 実 習 ノ ー ト や 評 価 票 へ の 記 入 を
お願いしています。

の に向けて
御協力くださ い ！

特別支援学校で学ぶ 生徒たちの

特別支援学校とは…

小学部・中学部・高等部があります。
児童生徒の障害は様々ですが、一人一人
の能力を伸ばし、特性を生かす教育活動
を推進し、自立と社会参加を
目指して努力する児童生徒を
育成するために作業学習等の
学習に取り組んでいます。

作業学習とは…

中学部・高等部では、「木工」「窯業」「農
耕」「縫製」「リサイクル」など、ものづく
りやサービスに関する活動を
通して、働く意欲、関心、態
度や様々な知識、技能を身に
付ける学習をしています。

職場実習とは…

卒業後の自立と社会参加を目指し
て高等部では、「校内実習」「現場実
習」「地元実習」を行っています。就
職希望の生徒は、一般企業での実習
を行い、企業の理解・協力が得られ
た生徒は、卒業後に就職し、企業の
一員として活躍しています。

実習をお願いするにあたって…

ホ ー ム セ ン タ ー で の 商 品 補 充 製 菓 店 で の 計 量 業 務

秋田県立横手支援学校 裏面もごらんください



（株）品川合成製作所＜部品計量、ラベル貼り＞ （株 ）菅 与＜ 食品 分別 、農作 業＞
（株）バザール横手店＜青果の品出し、袋詰め＞ 伊藤漬物本舗＜食品加工補助＞
（株）ヴァルモード＜値札、タグの作成＞ （株）アスター＜生産作業＞
特別養護老人ホームさくら＜清掃、介護補助＞ 秋田ダイハツ横手店＜清掃＞
特別養護老人ホーム悠西苑＜施設内清掃、介護補助＞ 道の駅十文字＜販 売補助 ＞
よ ねや 南店 ＜商 品補 充、青 果袋 詰め ＞ 道の 駅さ んな い＜ 販売 補助＞
よ ねや 浅舞 店＜ 商品 補充、 青果 袋詰 め＞ 幸楽 苑横 手店 ＜清 掃、 洗い物 ＞
ビ ハー ラ赤 坂＜清掃 、介護 補助 ＞ まん が美 術館 ＜収 蔵物 管理＞
マックスバリュ東北 十文字南店＜商品管理＞ 秋田 県阿 桜園 ＜館 内清 掃＞
マックスバリュ東北 新雄物川店＜商品管理＞ うえ たス トア ＜商 品整 理、補 充＞
横 手マ ッシ ュセ ンタ ー＜椎 茸の 選別 、袋 詰め ＞ 横手セントラルホテル＜接客、清掃＞
シ ョー トス テイ 月に 咲く花 ＜清 掃＞ (有 )日 野 ＜接 客業 務＞
イオンスーパーセンター横手南店＜バックヤード＞ カル ビ屋 大福 横手 店＜ 接客＞
沼 館き のこ セン ター ＜椎茸 の選 別、 袋詰 め＞ 横手 精工 ＜容 器洗 浄＞
ショートステイ朝日のあたる家＜清掃 、介護 補助 ＞ 日清医療食品株式会社＜調理補助＞
厚生ビル管理株式会社＜総合病院内の清掃業務＞ 特養 康 寿館 ＜清掃、介護補助＞
スーパーモール･ラッキー＜加工食品陳列＞ 特養 平 寿苑 ＜清掃、介護補助＞
欧風創作料理バル・パサポルテ＜清掃、皿洗い、片付け＞ かっ ぱ寿 司横 手店 ＜清 掃、洗 い物 ＞
DCMホ ー マッ ク横 手店 ＜商 品陳 列、補 充、 店内 清掃 ＞
グ ラン マー ト十 文字 店＜商 品陳 列、 補充 、店 内清 掃＞
（ 株） 薬王 堂横 手平 鹿店＜ 商品 陳列 、補 充、 店内 清掃＞
日立オートモティブシステムズビジネスサービス（株）＜容器洗浄＞

たくさんの事業所様から、御協力していただきました

【問い合わせ・連絡先】

秋田県立横手支援学校
〒０１３ -００６４ 秋田県横手市赤坂字仁坂１０５番地１

ＴＥＬ ０１８２－３３－４１６７（高等部）
ＦＡＸ ０１８２－３３－４２７７（高等部）
［ HP]ht tp : //www.yokote-s .ak i ta-pref . ed . j p

高 等 部主事：時田 航 進路指導主事：朝倉 知司

≪少しだけ待ってください≫
知的障害者の習熟の仕方は全般的に時間がかかります。作業する最初の頃は言われた

ことが理解できていなかったり、伝わっていなかったりして担当者が時間を取られるの
で、事業所では負担に感じられることがあります。それでも繰り返し指導していると、
進歩と後退を繰り返しながら、ゆっくりと成長します。手順をいったん飲み込めば、集
中力を発揮して、生産力を高めていきます。

≪知的障害とは…≫
知的障害のある人は、計算や読み書きや意思の疎通が難しいなどの、様々な特徴が見られます。

学習したことが実際に応用しにくいことや、自分で判断しにくいこともあります。学習
するときは、抽象的な内容より、具体的な内容の方が理解しやすく、身に付きます。こ
のような特徴から、時間をかけて実際に体験することで、作業内容等を覚えることがで
き、障害の特性と仕事内容がマッチングすれば大きな力を発揮することができます。

≪機会を失いやすい障害≫
知的障害は、『考えたり、学んだり、鍛えられたりする機会を失いやすい障害』と言えま

す。「どうせできないから、代わってあげよう」ということが重なり、知的障害者は自分で
考え、体験する機会をどんどん失っていきます。それが、結果としてハンディキャップと
なってしまいます。

令和元・２年度の主な実習先と作業内容


